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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】メディアプロファイルを作成している場合、他
のユーザがメディアプロファイル作成中であることを知
らずに印刷メディアを交換してしまうことや、ネットワ
ーク上に接続されている他のPCから通常の印刷データを
印刷されてしまうことを防止する。
【解決手段】プリンタのコントロールパネルから画像形
成装置をプロファイル作成モードに設定された場合（Ｓ
３０３）、画像形成装置は印刷メディア交換防止手段に
より画像形成装置の印刷メディアの交換を防止（Ｓ３０
４）することが可能になる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置と接続される画像形成装置であって、
　前記画像形成装置の動作の指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって受け付けた指示に応じて、前記画像形成装置をプロファイル作成
モードに設定するプロファイル作成モード設定手段と、
　前記プロファイル作成モードにおいて、プロファイル作成に影響を及ぼす画像形成装置
の状態を変化させる操作を防止する状態変化防止手段と
を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　受信した印刷データがプロファイル作成ソフトウェアからの印刷データであるか否かを
識別する印刷データ識別手段と、
　前記プロファイル作成モードにおいて情報処理装置のプロファイル作成ソフトウェア以
外から通常の印刷データ及び印刷の指示を受けた場合、プロファイル作成中のユーザ以外
の通常印刷を防止する通常印刷防止手段と
を更に有することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記通常印刷防止手段は、
　前記画像形成装置がプロファイル作成モードに設定されていることを、前記通常の印刷
データを送信したユーザに報知するプロファイル作成モード報知手段と、
　受信した通常の印刷データに対する印刷処理をキャンセルする印刷データキャンセル手
段と
を有することを特徴とする請求項２の画像形成装置。
【請求項４】
　受信した通常の印刷データを記憶する印刷データ記憶手段と、
　前記プロファイル作成モードが解除された場合に、前記通常の印刷データを送信したユ
ーザに対して印刷可能であることを報知する印刷可能報知手段と、
　前記印刷データ記憶手段によって記憶された前記通常の印刷データの印刷処理を行う通
常印刷実行手段と
を更に備えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記状態変化防止手段は、前記プロファイル作成モードにおいて印刷メディアの交換を
防止する印刷メディア交換防止の機能を有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か一項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記状態変化防止手段は、前記プロファイル作成モードにおいてプリントヘッド交換及
び、プリンタキャリブレーションの操作による、プロファイル作成に影響を及ぼす画像形
成装置の状態を変化させる操作を防止することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一
項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　情報処理装置と接続される画像形成装置の制御方法であって、
　前記画像形成装置の受付手段が、前記画像形成装置の動作の指示を受け付ける受付工程
と、
　前記画像形成装置のプロファイル作成モード設定手段が、前記受付工程によって受け付
けた指示に応じて、前記画像形成装置をプロファイル作成モードに設定するプロファイル
作成モード設定工程と、
　前記画像形成装置の状態変化防止手段が、前記プロファイル作成モードにおいて、プロ
ファイル作成に影響を及ぼす画像形成装置の状態を変化させる操作を防止する状態変化防
止工程と
を有することを特徴とする制御方法。
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【請求項８】
　画像形成装置を請求項１乃至６のいずれか一項に記載の画像形成装置の各手段として機
能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像形成装置及び印刷制御方法に係わり、詳しくは印刷プロファイル作成時の
画像形成装置の制御方法に係わる。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ等に代表されるカラー出力機の発展に伴い、様々な種類のメディア（例えば、
ＣＤ、手紙など）に対してプリンタから印刷出力することが可能になった。最近ではプリ
ンタによって印刷可能なメディアの数も増加しており、また、市場の要求に答えてメディ
アメーカーも多くの種類のメディアを市場に投入するようになった。このような状況にお
いて、プリンタドライバは導入時から非常に多くのメディアに対応することが一般的にな
ってきており、ユーザは使用したいメディアを自由に交換して印刷を行うことが可能にな
っている。ユーザがメディアを交換した場合、その交換したメディアに適したプリンタ制
御パラメータによりプリンタは制御される。
【０００３】
　ユーザがメディアの交換を行う場合、メディアの交換作業と同時に交換したメディアに
適応したプリンタ制御パラメータも与える必要がある。メディアに適応したプリンタ制御
パラメータが与えられない場合、プリンタは正しい動作を行わない可能性がある。そこで
、メディアを交換した場合、交換したメディアに適応したプリンタ制御パラメータにユー
ザが間違いなく設定を変更しなくては成らなくなる方法が知られている（特許文献１参照
）。
【特許文献１】特開平１１－３４９１５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　プリンタで印刷可能なメディアの数も増加しており、プリンタドライバは導入時から非
常に多くのメディアに対応することが一般的になってきたため、ユーザは使用したいメデ
ィアを自由に交換して印刷を行うことが可能になった。しかしながら、新しく発売された
メディアやプリンタドライバが元々対応していなかったメディアも世の中には数多く存在
し、ユーザはそれらのメディアを利用して印刷することを望む場合も多い。
【０００５】
　そのような要望に答えるためにプリンタドライバに追加できるカラープロファイルをユ
ーザが作成できる作成システムが考案されている。この作成システムは、専用のプロファ
イル作成ソフトウェアで作成したメディアプロファイル（カラープロファイル）をユーザ
のドライバソフトウェアに新たに追加することが可能になっている。このように後から追
加でメディアプロファイルの作成を行う場合、ユーザはプロファイル作成の対象とする任
意のメディアをプリンタに装填する。その後、外部のコンピュータ（以下、ＰＣとする）
から、プロファイル作成専用のソフトウェアを介してプロファイル作成に必要なパッチ画
像データをプリンタに転送し、印刷する。そして、所定時間乾燥させた後、測色を行い、
その測色データによりプロファイル作成を行う方法が一般に知られている。
【０００６】
　しかしながら、近年のネットワーク環境において、プリンタがネットワークシステムに
接続されている場合、メディアプロファイルを作成しているユーザが常にプリンタを監視
もしくは専有できる状況にあるとは限らない。例えば、プリンタがユーザから離れた位置
に設置されている場合や、もしくは、測色作業やその他の作業のためにプリンタの傍から
離れる必要がある場合などが考えられる。このような場合において、前述したように、ユ
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ーザは多種多様な印刷メディアを選択可能で、それらをいつでも自由に交換が可能である
ことに起因して、他のユーザがメディアプロファイル作成中であることを知らずに印刷メ
ディアを交換してしまう問題があった。
【０００７】
　また、ネットワークに接続されているプリンタの場合はメディアプロファイル作成中に
もかかわらず、他のユーザが利用するＰＣから送信された通常の印刷データを印刷してし
まう問題があった。ユーザがメディアプロファイルを作成中に、メディアプロファイルを
作成していることを知らない他のユーザが印刷メディアを交換して印刷をしてしまった場
合、メディアプロファイル作成のための正しい測色データが得られない。これにより、プ
ロファイル作成が失敗し、品質の低いメディアプロファイルが作成されてしまう問題があ
った。
【０００８】
　また、プロファイル作成作業のどの段階で印刷メディアが交換されてしまったかは、後
からでは判断できないため、正しいメディアプロファイルを作成する場合には、すべての
プロファイル作成作業を最初からやり直す必要が発生してしまう問題があった。
【０００９】
　さらには、他のユーザがプロファイル作成中とは知らずにネットワーク上の他のＰＣか
ら通常の印刷を行ってしまった場合、印刷したユーザは正しいプロファイルが生成されて
いないうちに印刷を行うことによって、印刷物が無駄になるだけでなく、作業時間も無駄
になってしまう問題があった。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明において、課題を解決するために以下の構成を有する。情報処理装置と接続され
る画像形成装置であって、前記画像形成装置の動作の指示を受け付ける受付手段と、前記
受付手段によって受け付けた指示に応じて、前記画像形成装置をプロファイル作成モード
に設定するプロファイル作成モード設定手段と、前記プロファイル作成モードにおいて、
プロファイル作成に影響を及ぼす画像形成装置の状態を変化させる操作を防止する状態変
化防止手段とを有することを特徴とする画像形成装置を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、プロファイル作成モードに設定された場合、プロファイル作成に影響
を与えてしまう画像形成装置の状態変化を防止することにより、プロファイル作成中に印
刷メディアが不用意に交換されてしまうことを防ぐ。これにより、結果としてプロファイ
ル作成が失敗することを防止する効果を有する。
【００１２】
　さらには、プロファイル作成モードに設定された画像形成装置に対して、任意の情報処
理装置から印刷データが送信された場合、プロファイル作成プログラムからの送信データ
か否かを判定し、プロファイル作成プログラム以外からの送信データの場合は、通常の印
刷処理を行わない。これにより、不要な印刷処理を防止する効果を有する。
【００１３】
　さらには、画像形成装置がプロファイル作成モードに設定されている時にプロファイル
作成プログラム以外から印刷データが送信されてきた場合、送信したユーザに対しプロフ
ァイル作成モードである旨の報知を行う。
【００１４】
　さらには、送信された印刷データがプロファイル作成ソフトウェア以外からの送信デー
タである場合、送信された印刷データの印刷処理をキャンセルして通常の印刷を行わず、
印刷データを送信したユーザに対し印刷できない旨を報知する。これにより、プロファイ
ル作成時における他のユーザの操作との不整合を防ぐ効果を有する。
【００１５】
　さらには、プロファイル作成モードに設定された画像形成装置に対して送信された印刷



(5) JP 2010-143210 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

データが、任意の情報処理装置のプロファイル作成プログラム以外から送信された通常の
印刷データである場合、当該印刷データを保持する。その後、プロファイル作成モードが
解除された時に通常の印刷データを送信したユーザに対して印刷可能であることを報知す
る。これにより、プロファイル作成中に他のユーザからの印刷処理が行われることを防止
する。
【００１６】
　さらには、転送された画像データを記憶しておき、印刷が可能になった時点でユーザに
印刷が可能であることを報知すると共に、印刷を行う。以上により、受信した印刷データ
が無駄になることを防ぎ、ユーザの印刷処理における二重の手間を省くこととなる。
【００１７】
　さらには、画像形成装置がプロファイル作成モードに設定されているときに、印刷メデ
ィアの交換の他にも、プリントヘッド交換やプリンタキャリブレーションといった画像形
成装置の状態を変化させる操作を防止することにより、プロファイル作成の作業の間、画
像形成装置の状態や印刷条件の変化によるプロファイル作成作業への影響を防ぐ効果があ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　＜実施形態１＞
　以下、本発明に係る実施形態１について、図面を参照して詳細に説明する。図１は本発
明の実施形態１を説明するための画像形成装置及び情報処理装置に係わるシステム構成図
である。図１においてプロファイル作成サーバ１０１は、プロファイル作成を行う。プロ
ファイル作成クライアントＰＣ１０２は、プロファイル作成ツールを動作させる。プロフ
ァイル作成プリンタ１０３は、プロファイル作成対象の画像形成装置（ここでは、プリン
タとする）である。ＰＣ１０４、１０５、１０６は、一般ユーザのＰＣを示す。これらの
機器はＬＡＮにてネットワーク接続されており、データ通信が可能となっている。
【００１９】
　図２は本発明の実施形態１を説明するためのプロファイル作成におけるサーバ・クライ
アントシステムのデータのやり取りを説明したデータフロー構成図である。図２において
、プロファイル作成サーバ２０１は図１に記載したプロファイル作成サーバ１０１と同一
である。プロファイル作成クライアントＰＣ２０２は図１に記載したプロファイル作成ク
ライアントＰＣ１０２と同一である。プロファイル作成プリンタ２０３は図１に記載した
プロファイル作成対象のプリンタ１０３と同一である。プロファイル作成サーバ２０１か
らプロファイル作成クライアントＰＣへＸＭＬ印刷設定ファイルが送信され、プロファイ
ル作成クライアントＰＣ２０２からプロファイル作成サーバ２０１へはプロファイル作成
メディア情報が送信される。また、プロファイル２０２からプロファイル作成プリンタ２
０３へはプロファイル作成サーバ２０１から受信したＸＭＬ印刷設定ファイルを基に生成
したパッチ画像データが転送される。
【００２０】
　図３は本発明の実施形態１を説明するためのプロファイル作成モードを設定するときの
流れを表したフローチャートである。Ｓ３０１からＳ３０３においてユーザはプリンタに
対し、指示を行うが、プリンタは受付手段として、ユーザインタフェースをユーザに提示
し、モード設定の動作指示を受け付ける。まず、Ｓ３０１でユーザはプリンタにメディア
プロファイルを作成するメディアのセットを行う（印刷メディアセットステップ）。次に
Ｓ３０２ではユーザがプリンタに対し、動作指示するためにプリンタコントロールパネル
を起動する（コントロールパネル起動ステップ）。Ｓ３０３では起動したプリンタコント
ロールパネルからプリンタをプロファイル作成モードに設定する（プロファイル作成モー
ド設定ステップ）。Ｓ３０４では、プリンタがセットされた印刷メディアが交換されない
ように防止動作を行う（印刷メディア交換防止ステップ）。
【００２１】
　次に、本発明の実施形態１について説明する。以下に図１を用いて本発明の画像形成装



(6) JP 2010-143210 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

置及び情報処理装置についてその動作を説明する。プロファイル作成サーバ１０１はプロ
ファイル作成全体のジョブ管理及び、測色データから実際にメディアプロファイルを演算
により生成する機能を有している。ユーザはプロファイル作成クライアントＰＣ１０２に
インストールされているプロファイル作成ソフトウェアを利用してプロファイル作成を行
う。プロファイル作成ソフトウェアは、プロファイル作成サーバ１０１とのデータ通信や
、プロファイル作成プリンタ１０３へのプリントデータの送信を行う機能を有している。
一般ユーザはプロファイル作成が行われていない場合は各一般ユーザＰＣを利用して、ネ
ットワークを介してプロファイル作成プリンタ１０３で印刷を行うことが可能である。そ
の際、各ユーザは、プロファイル作成プリンタ１０３にセットされるメディアを、印刷用
途に合わせて自由に交換可能である。
【００２２】
　図２を用いて、さらに詳しくプロファイル作成のデータの流れについて説明する。プロ
ファイル作成クライアントＰＣ２０２は、内部にプロファイル作成ソフトウェアがインス
トールされている。プロファイル作成ソフトウェアは、ユーザが作成しようとしている印
刷メディアのメディア情報を、プロファイル作成サーバ２０１に送信する。プロファイル
作成サーバ２０１では、各プロファイル作成ジョブの管理を行うために一意に決められた
ジョブＩＤを用いてプロファイル作成の各工程の管理を行っている。
【００２３】
　プロファイル作成クライアントＰＣ２０２からプロファイル作成を行う印刷メディアの
情報を入手した場合、プロファイル作成ジョブを一意に定めるジョブＩＤを作成し、以降
の各プロファイル作成工程をジョブＩＤにより管理する。各工程で必要となる印刷パッチ
データやプリンタの印刷モードの情報はＸＭＬフォーマットで記述された印刷設定ファイ
ルとしてプロファイル作成クライアントＰＣ２０２に送信される。プロファイル作成クラ
イアントＰＣ２０２では、プロファイル作成ソフトウェアが、プロファイル作成サーバ２
０１から受信したＸＭＬ印刷設定ファイルに基づき、適切なパッチ画像データを作成する
。
【００２４】
　作成したパッチ画像データはプロファイル作成プリンタ２０３に転送されて印刷される
。印刷されたパッチ画像データはインクが乾いて安定したある一定の所定時間後に、測色
装置にて測色される。測色されたパッチ画像の測色データは、プロファイル作成クライア
ントＰＣ２０２のプロファイル作成ソフトウェアを介してプロファイル作成サーバ２０１
に送信される。プロファイル作成サーバ２０１では、受信した測色データをジョブＩＤご
とに管理しており、そのデータを使用してメディアプロファイル作成を行う。上記の作業
を何度か繰り返して各作業工程を進めていくことにより、最終的には新規メディアのメデ
ィアプロファイルが完成する。
【００２５】
　次に図３を用いて、処理の流れを更に詳しく説明する。ユーザは新しいメディアプロフ
ァイルを作成する場合、Ｓ３０１おいて、利用者はプロファイルを作成する印刷メディア
をプロファイル作成プリンタ２０３にセットする。印刷メディアをプロファイル作成プリ
ンタ２０３にセットした後は、セットした印刷メディアが不用意に交換されることを防止
する必要がある。
【００２６】
　従来のプリンタでは、印刷メディアの交換は自由に行えるのが一般的である。しかしな
がら、印刷メディアプロファイルを作成している途中で印刷メディアが交換されてしまう
と、正しい測色データが得られず、メディアプロファイルの作成に失敗する。また、メデ
ィアプロファイルの作成に失敗した場合、どの時点で失敗したのかの判断が困難であるた
め、まったくの最初からメディアプロファイルの作成作業を行わなければならなくなる。
そこで、メディアプロファイルの作成を行っているユーザは、他のユーザが不用意にプロ
ファイル作成プリンタ２０３にセットされている印刷メディアの交換をしてしまうことを
防止することが望ましい。
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【００２７】
　プロファイルを作成しているユーザはＳ３０２において、プリンタのコントロールパネ
ルを起動する。プリンタのコントロールパネルはプリンタの動作を制御する制御インター
フェースパネルであり、プリンタの動作の指示を受け付け、プリンタの制御及び各種設定
が可能である。ユーザはＳ３０３において、プリンタのコントロールパネルを介してプリ
ンタをプロファイル作成モードに設定する。プロファイル作成モードに設定されたプリン
タは、Ｓ３０４において、プリンタの印刷メディアの交換が不用意に出来ないように動作
する。
【００２８】
　印刷メディアの交換を防止する具体的な方法としては、まず、プロファイル作成モード
であるか否かを判定する。プロファイル作成モードであれば、他のユーザが印刷メディア
の交換を行おうとプリンタのコントロールパネルを操作したときに、他のユーザに対して
、現在プロファイル作成モードであることを報知して安易に印刷メディアを交換してしま
うことを防止する方法がある。さらに、プリンタのコントロールパネルから印刷メディア
交換の操作を受け付けない方法や、プロファイル作成モードに設定された場合は、印刷メ
ディアをセットしてある印刷メディアの収納部を機械的にロックする方法などが考えられ
る。さらにこれら全てを行うこともできる。本発明の実施形態１においては、他のユーザ
により印刷メディアが不用意に交換されることを防止することが実現できる方法であれば
よく、その手段、方法を限定するものではない。また、プロファイル作成モードを解除す
る場合には、プロファイル作成モードに設定したときと同様にして、プリンタのコントロ
ールパネルを起動し、プリンタのコントロールパネルを介してプリンタのプロファイル作
成モードを解除することができる。
【００２９】
　以上により、本発明の実施形態１においては、プロファイルを作成するユーザは、プロ
ファイル作成用の印刷メディアをプリンタにセットした後、プリンタのコントロールパネ
ルからプリンタをプロファイル作成モードに設定することにより、印刷メディアが他のユ
ーザにより安易に交換されてしまうことを防止でき、意図しない印刷メディアでメディア
プロファイルの作成作業を行ってしまうことが防止できる。
【００３０】
　＜実施形態２＞
　以下、本発明に係る実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。図４は本発明
の実施形態２を説明するためのフローチャートであり、プロファイル作成モードに設定さ
れた場合の印刷処理に関するものである。図４の手順は、プリンタ１０３により実行され
る。図４において、Ｓ４０１では印刷データを受信する（印刷データ受信ステップ）。Ｓ
４０２ではプリンタがプロファイル作成モードに設定されているかどうかの判定を行う（
プロファイル作成モード判別ステップ）。Ｓ４０３ではプリンタがプロファイル作成モー
ドに設定されていなかった場合、通常の印刷動作を行う（通常印刷実行ステップ）。Ｓ４
０４では送信された印刷データがプロファイル作成ソフトウェアからの印刷データか否か
を判定する（印刷データ識別ステップ）。Ｓ４０５では受信した印刷データがプロファイ
ル作成ソフトウェアから送信された印刷データの場合に、その印刷データを印刷する（プ
ロファイル作成データ印刷ステップ）。Ｓ４０６では受信した印刷データがプロファイル
作成ソフトウェアからの印刷データでなかった場合、そのデータを送信したユーザ（例え
ば、ＰＣ）に対してプロファイル作成モードに設定されていることを報知する（プロファ
イル作成モード報知ステップ）。Ｓ４０７では受信した印刷データのキャンセル処理を行
う（印刷データキャンセルステップ）。
【００３１】
　図５は本発明の実施形態２を説明するためのフローチャートであり、印刷データを記憶
する手段を備えた印刷装置がプロファイル作成モードに設定された場合の印刷処理に関す
るものである。図４で説明した部分に関しては、ここでは説明を省略する。
【００３２】
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　図５において、Ｓ５０１ではプリンタが有する記憶装置に受信した印刷データを記憶す
る（印刷データ記憶ステップ）。Ｓ５０２ではプリンタがプロファイル作成モードから解
除されたかどうかを判定する（プロファイル作成モード解除判定ステップ）。Ｓ５０３で
はプリンタがプロファイル作成モードから解除された場合、印刷可能であることをユーザ
に報知する（印刷可能報知ステップ）。Ｓ５０４ではプリンタの記憶装置に記憶された印
刷データに対し印刷処理を行う（記憶データ印刷ステップ）。Ｓ５０５ではプロファイル
作成モードが解除されていない場合にユーザが印刷データの印刷処理をキャンセルしたか
どうかの判定を行う（印刷データキャンセル判定ステップ）。Ｓ５０６では、ユーザが印
刷データのキャンセルを行う場合に、プリンタの記憶装置に記憶された印刷データのキャ
ンセル処理を行う（印刷データキャンセルステップ）。
【００３３】
　次に、本発明の実施形態２について具体的な処理を含めながら説明する。以下に図４、
図５を用いて本発明の実施形態２の画像形成装置及び印刷制御システムについてその動作
を説明する。実施形態２は実施形態１で説明したプロファイル作成プリンタに印刷データ
が送信された場合の動作に関するものである。一般にメディアプロファイルを作成中のプ
リンタには現在メディアプロファイルが含まれていないメディアがセットされており、そ
のため、通常の印刷動作で印刷を行った場合、理想的な色で出力されるとは限らない。そ
のような状態のプリンタで印刷を行うことは、時間、資源、及びメディアの無駄となる可
能性が高い。また、プロファイルを作成中のユーザにとっても突如としてプロファイル作
成に関係の無い印刷が行われることは望ましくない。
【００３４】
　そこで本発明の実施形態２において、プロファイル作成プリンタ２０３がＳ４０１にお
いて印刷データの受信をした場合、Ｓ４０２において通常の印刷動作が可能か、それとも
プロファイル作成モードに設定されているのかどうかの判定を行う。プロファイル作成モ
ードで無い場合はＳ４０３において、プリンタが受信した印刷データに通常の印刷処理が
施される。プリンタがプロファイル作成モードに設定されていた場合（すなわち、ユーザ
によって図３におけるＳ３０１からＳ３０３までの設定がされていた場合）、受信した印
刷データがプロファイル作成に必要な印刷データであるのか、それとも通常の印刷データ
なのかの判定が必要となる。Ｓ４０４では印刷データに付加された情報からプロファイル
作成ソフトウェアから送信された印刷データなのか、それとも、ネットワーク上に存在す
る一般のＰＣからプリンタドライバを経由して送信されたデータであるかの判定を行う。
プロファイル作成ソフトウェアからの印刷データの場合、プリンタがプロファイル作成モ
ードに設定されていれば、そのまま、メディアプロファイル作成用の印刷データとしてＳ
４０５で印刷処理が行われる。しかしながら、プリンタがプロファイル作成モードに設定
されているにもかかわらず、プロファイル作成ソフトウェアから送信された印刷データで
無い場合、通常の印刷データが送信されたとして、Ｓ４０６により、その印刷データの送
信者（送信元のＰＣ）に対して、プリンタがプロファイル作成モードに設定されているこ
とにより通常の印刷動作が出来ないことを報知する。その後、Ｓ４０７により通常の印刷
データはキャンセルされる。
【００３５】
　以上により、本発明の実施形態２においては、ユーザがプロファイル作成中であるプリ
ンタにおいて、他のユーザが通常の印刷を行うことを防止する通常印刷防止の機能を有し
、時間、資源及びメディアの無駄となることを防止する。
【００３６】
　＜実施形態２の変形例について＞
　図４で説明した動作では、プリンタがプロファイル作成モードに設定されていた場合、
プロファイル作成ソフトウェア以外からの印刷データはすべてキャンセルされるとしたが
、プリンタに印刷データを記憶しておく手段が存在すれば、プロファイル作成モードが解
除された後で保持した印刷データに対し通常の印刷を行うことも可能になる。図５で示し
たフローチャートにおいて、一部図４で説明した部分と重複するフローが含まれているた
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め、重複部分に関しての説明は省略する。
【００３７】
　プロファイル作成プリンタ２０３がＳ４０１において印刷データの受信をした場合、図
４で説明した処理フローで処理が行われる。ここで、図４と図５との処理の大きな違いは
、プリンタがプロファイル作成モードに設定されている場合において、プロファイル作成
ソフトウェア以外から印刷データを受信した際の処理方法である。
【００３８】
　図５での処理方法では、Ｓ４０６において、受信した通常の印刷データの送信者（送信
元のＰＣ）に対し、プリンタがプロファイル作成モードに設定されているため通常の印刷
動作が出来ないことを報知する。それと同時に受信した印刷データはＳ５０１において、
プリンタに内蔵または外付けされた記憶装置に記憶される。記憶装置に記憶された印刷デ
ータは、Ｓ５０２において、プリンタのプロファイル作成モードが解除されるまでプリン
タで印刷することは出来ない。プロファイル作成モードが解除されない間はＳ５０５によ
りユーザは送信した印刷データのキャンセルがいつでも可能である。記憶された印刷デー
タに対して、印刷処理のキャンセルが指示された場合はＳ５０６にて記憶装置に記憶され
た印刷データに対しキャンセル処理が行われる。Ｓ５０２においてプリンタのプロファイ
ル作成モードの設定が解除されたと判定された場合、Ｓ５０３により、印刷可能であるこ
とをユーザに報知を行う。その後、Ｓ５０４において記憶装置に記憶された印刷データを
印刷することが可能になる。
【００３９】
　以上により、本発明の実施形態２においては、ユーザがプロファイル作成中であるプリ
ンタにおいて、他のユーザが通常の印刷を行うことを防止する通常印刷防止の機能を有し
、時間、資源及びメディアの無駄となることを防止する。また、プロファイルを作成中に
他のユーザから突如、通常の印刷データを送信されたとしても、プロファイル作成作業に
影響を与えることなく、印刷データを保持することも可能である。
【００４０】
　＜実施形態３＞
　以下、本発明に係る実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００４１】
　図６は本発明の実施形態３を説明するためのフローチャートであり、プリンタキャリブ
レーションの実施に関するものである。この手順はプリンタ１０３により実行される。図
６において、Ｓ６０１ではユーザがプリンタの動作を設定するためにプリンタコントロー
ルパネルを起動する（コントロールパネル起動ステップ）。Ｓ６０２ではプリンタのコン
トロールパネルからプリンタのキャリブレーションを選択する（プリンタキャリブレーシ
ョン選択ステップ）。Ｓ６０３ではプリンタがプロファイル作成モードに設定されている
かどうかの判定を行う（プロファイル作成モード判定ステップ）。Ｓ６０４ではプリンタ
がプロファイル作成モードに設定されていなかった場合、プリンタキャリブレーションを
実施する（プリンタキャリブレーション実施ステップ）。Ｓ６０５ではプリンタキャリブ
レーションを実施しようとしたユーザに対してプロファイル作成モードに設定されている
ことを報知する（プロファイル作成モード報知ステップ）。Ｓ６０６ではプリンタキャリ
ブレーション処理をキャンセルするための処理を行う（プリンタキャリブレーションキャ
ンセルステップ）。
【００４２】
　図７は本発明の実施形態３を説明するためのフローチャートであり、プリントヘッド交
換の実施に関するものである。この手順はプリンタ１０３により実行される。
【００４３】
　図７において、Ｓ７０１ではユーザがプリンタの動作を設定するためにプリンタコント
ロールパネルを起動する（コントロールパネル起動ステップ）。Ｓ７０２ではプリンタの
コントロールパネルからプリントヘッドの交換を選択する（プリントヘッド交換選択ステ
ップ）。Ｓ７０３ではプリンタがプロファイル作成モードに設定されているかどうかの判
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定を行う（プロファイル作成モード判別ステップ）。Ｓ７０４ではプリンタがプロファイ
ル作成モードに設定されていなかった場合、プリントヘッド交換を実施する（プリントヘ
ッド交換実施ステップ）。Ｓ７０５ではプリントヘッド交換を実施しようとしたユーザに
対してプロファイル作成モードに設定されていることを報知する（プロファイル作成モー
ド報知ステップ）。Ｓ７０６ではプリントヘッド交換処理をキャンセルするための処理を
行う（プリントヘッド交換キャンセルステップ）。
【００４４】
　次に、本発明の実施形態３について具体的な処理の内容を示して説明する。以下に図６
、図７を用いて本発明の実施形態３の画像形成装置及び印刷制御システムについてその動
作を説明する。実施形態３ではプロファイル作成を実施している最中にプリンタの状態が
著しく変化することを防止する状態変化防止の機能に関するものである。メディアプロフ
ァイル作成作業の最中において、本実施形態３に挙げるように、不測のプリンタキャリブ
レーションの実施や、プリントヘッドの交換によって、その前後の測色データの整合性が
失われてしまう可能性がある。その場合、メディアプロファイルの作成は失敗することに
なる。
【００４５】
　まずは、プリンタキャリブレーションの実施の場合について説明する。プロファイル作
成を行っているユーザ以外の他のユーザは、プリンタのキャリブレーションを実施するた
めに、Ｓ６０１により、プリンタのコントロールパネルの起動を行う。起動したコントロ
ールパネルからＳ６０２においてプリンタキャリブレーションの実施を選択する。プリン
タキャリブレーションを実施する前にＳ６０３において、プリンタがプロファイル作成モ
ードに設定されているか、否かの判定を行う。プリンタがプロファイル作成モードに設定
されていなかった場合、Ｓ６０４にてプリンタキャリブレーションが実施され処理が終了
する。Ｓ６０３において、プリンタがプロファイル作成モードに設定されていると判定さ
れた場合、Ｓ６０５においてプリンタキャリブレーションを実施しようとしたユーザに対
し、他のユーザによってプリンタがプロファイル作成モードに設定されており、プリンタ
キャリブレーションが出来ないことを報知する。Ｓ６０６にて、ユーザから命令されたプ
リンタキャリブレーションの実施がキャンセルされる。以上により、ユーザがプロファイ
ル作成中のプリンタにおいて、他のユーザによってプリンタキャリブレーションを実施さ
れてしまうことを防止できる。
【００４６】
　次にプリントヘッドの交換の場合について説明する。Ｓ７０１により、ユーザはプリン
タのコントロールパネルの起動を行う。起動したコントロールパネルからＳ７０２におい
てプリントヘッド交換の実施を選択する。プリントヘッド交換を実施する前にＳ７０３に
おいて、プリンタがプロファイル作成モードに設定されているか、否かの判定を行う。プ
リンタがプロファイル作成モードに設定されていなかった場合、Ｓ７０４にてプリントヘ
ッド交換がユーザにより実施され終了する。Ｓ７０３において、プリンタがプロファイル
作成モードに設定されていると判定された場合、Ｓ７０５においてプリントヘッド交換を
実施しようとしたユーザに対し、他のユーザによってプリンタがプロファイル作成モード
に設定されており、プリントヘッド交換が出来ないことを報知する。その後、Ｓ７０６に
て、ユーザにより命令されたプリントヘッド交換の処理がキャンセルされる。以上により
、ユーザがプロファイル作成中であるプリンタにおいて、他のユーザによってプリントヘ
ッド交換を実施されてしまうことを防止できる。
【００４７】
　上記実施形態３において、ユーザはプリンタのコントロールパネルから、プリンタキャ
リブレーションの実施の指示やプリントヘッド交換の実施の指示を行うとしたが、これに
限定されるものではなく、他の手段によりプリンタに指示をだしてもよい。
【００４８】
　また、プリンタの状態が変化する例として、プリンタキャリブレーションの実施とプリ
ントヘッドの交換を記載したが、本発明はこれに限定されるわけではなく、その他のプリ
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ンタの印刷状態が変化してしまうあらゆる処理に対して有効であることは言うまでも無い
。
【００４９】
　＜備考＞
　なお本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェース機器、リーダ
、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【００５０】
　また本発明の目的は、前述の実施形態の機能を実現するプログラムを記録した記録媒体
を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータが記憶媒
体に格納されたプログラムを読み出し実行することによっても達成される。この場合、記
憶媒体から読み出された実行可能なプログラム自体が前述した実施形態の機能を実現する
ことになり、そのプログラム自体およびプログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成す
ることになる。
【００５１】
　また、本発明には、プログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼働しているオペレ
ーティングシステム（ＯＳ）などが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっ
て前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれる。さらに、記憶媒体から読み出さ
れたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張カードやコンピュータに接続され
た機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた場合についても、本発明は適用される
。その場合、書き込まれたプログラムの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユ
ニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述
した実施形態の機能が実現される。
【００５２】
　また、発明の実施の形態は、本発明を中核として構成される装置又は方法を説明してい
る。このため本実施形態には本発明の本質的部分を加えて付加的な構成要件も記載されて
いる。すなわち発明の実施の形態において説明した装置又は方法の構成要件を備えること
は、本発明を成立させるための十分条件ではあるものの、必要条件ではない。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】実施形態１の画像形成装置及び情報処理装置におけるシステム構成図の例である
。
【図２】実施形態１のプロファイル作成におけるデータフロー構成図の例である。
【図３】プロファイル作成モードを設定するときの手順を表したフローチャートである。
【図４】実施形態２における印刷処理に関するフローチャートである。
【図５】実施形態２において、画像形成装置が印刷データを記憶する手段を備えた場合の
印刷処理に関するフローチャートである。
【図６】実施形態３におけるプリンタキャリブレーションの実施に関するフローチャート
である。
【図７】実施形態３におけるプリントヘッド交換の実施に関するフローチャートである。
【符号の説明】
【００５４】
１０１　プロファイル作成サーバ
１０２　プロファイル作成クライアントPC
１０３　プロファイル作成プリンタ
１０４　ＰＣ１
１０５　ＰＣ２
１０６　ＰＣ３
２０１　プロファイル作成サーバ
２０２　プロファイル作成クライアントＰＣ
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２０３　プロファイル作成プリンタ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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